
びわ湖メディカルネットとの連携
---淡海あさがおネットとの統合に向けて---
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びわ湖メディカルネットでは・・・・
紹介⇔逆紹介、入院から在宅への移行のタイミングで、診療情報の共有が可能
・・・・・・・在宅まで一貫した切れ目のない医療の提供、患者さま・ご家族の安心に貢献・・・・・・・・・・・

病院・医科診療所

【利用シーン②】情報提供病院→診療所・病院の逆紹介

• 外来、入院中の一連の診療経過を把握で
き、病院の的確なフォローが可能になる

• 初診の場合でも、過去の診療情報を閲覧
することで迅速かつ的確な診断に繋がる

病院・医科診療所の利用シーン

【利用シーン①】診療所・病院→情報提供病院の紹介【利用シーン③】入院→在宅の移行

• 紹介先の医療内容が詳細にしかも正確
に把握できる

• CTやMRI、PET/CTなど、検査紹介をし
た場合、その結果をすぐにシステムで閲
覧できる

• 入院時の詳細な情報を把握するこ
とで、患者さま・ご家族の安心感が
高まる

薬局

訪問看護
ステーション

地域包括支援
センター

介護事業所

【利用シーン④】在宅→入院の移行

• 患者さま宅での様子やご
家族の意向を踏まえた治
療の継続が可能となる

情報提供病院



びわ湖メディカルネットの目的
・・・・・びわ湖メディカルネットによる地域連携の実現

閲覧

情報提供病院の診療情報の参照が可能
（情報提供病院の地域連携システムを利用）
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在宅療養支援者と双方向の情報共有が可能
（県医師会の在宅療養支援システムを利用）
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在宅療養支援者 診療所（病院）

閲覧機関（病院・医科歯科診療所・薬局）

情報提供病
院

※安全なネットワークを介して、在宅療養支援
システムと地域連携システムの両方を活用

あさがお びわ湖



小規模医療機関 ポータル (共通機能) 在宅療養支援

ログイン

トップ(メニュー)画面
地域患者一覧

IPsecがなくなり
煩わしさが解消

メール

メニューと
お知らせ(掲示
板)のイメージ

ファイル共有

ここから遷移
こんなイメージにな
る

ここから遷移
こんなイメージになる

ここから遷移
こんなイメージにな
る

患者カレンダから
3システム同様のイメージで
情報閲覧できる

患者カレンダ

連携申し送り
予定一覧
記録一覧

ここから遷移

職員予定管理

記録管理(タブレット・スマフォ）

記録(訪問看護記録Ⅱ)

患者(記録一覧) （PC)

担当割ができる

職員がいつ・どこへ・
何のサービスのため
訪問するか分かる

定型記録が簡単に
できる

記録が時系列で見れ
る

▼①共通機能紹介

▼②小規模医療機関紹介

▼③在宅療養支援紹介

<いざ訪問>

小規模医療機関 カレンダ）

HumanBridge カレンダ・ビューア

ID-Link カレンダ・ビューア

受診歴

小規模医療機関
自施設患者一覧⇒検索
公開患者一覧⇒検索

在宅療養患者一覧
基本情報、書類、利用基本パターン

予定一覧、記録一覧

患者カレンダから
小規模と同様のイメージで
情報閲覧できる

医療情報閲覧

mockup/auth/index.html
mockup/medicalnet/bp11.html
mockup/medicalnet/bp60S.html
mockup/medicalnet/bp67.html
mockup/medicalnet/bp87.html
mockup/homecare/zr41.html
mockup/homecare/zr37A.html
mockup/homecare/zr56.html
mockup/homecare/zr37B.html
mockup/homecare/zr54.html
mockup/homecare/zr50sp.html
mockup/homecare/zr51.html
mockup/homecare/zr50.html
mockup/medicalcare/si24.html
mockup/medicalcare/si42A.html
mockup/medicalnet/bp61A.html
mockup/medicalnet/bp61B.html
mockup/medicalnet/bp61.html


ＩＤ，パスワードを
入力

Ipsecはなくなり
ワンステップで
ログイン

びわ湖ネットとあさがおネットの利用者登録が一元化



ボタンの詳細は今後変更される可能性が大





期待される効果

• びわ湖ネット、あさがおネットともいずれか一方の利用登録
をしていた利用者が他方にも自動的に登録され、それぞれ
の登録利用者が増える

• 病院勤務医は従来あさがおネットのセキュアメールやファ
イル共有などを利用することはまれであったが、今後これ
らを利用するようになる

• 診療所、小病院など小規模施設の情報も開示されるように
なり、（同意さえ得られれば）全ての診療情報が一元的に
閲覧できる

• メディカルネットの閲覧可能情報は職種ごとに異なるが、
在宅チームとの情報共有も可能になる















検索キーに該当する患者様が表示されます。
患者様をクリックすると、患者基本情報・受診機関・受診歴が表示されます。



受診施設一覧あるいは受診歴の医療機関名をクリックすることにより、ＩＤ－Ｌｉｋ，Ｈ
ｕｍａｎＢｒｉｄｇｅ，小規模医療機関情報システムのカレンダーが表示されます。



ＨｕｍａｎＢｒｉｄｇｅ ＩＤ－Ｌｉｎｋ

小規模医療機関
情報システム





医療情報に関して

• 要望が強かった双方向性の情報共有が可能に

–救急受診/入院時に診療所データが参照可能

–投薬、検査時などに腎機能などが参照可能

• 従来の情報提供病院（iDLink、HumanBridge）、小規模施設
（診療所、小病院）、在宅と3系統がバラバラにカレンダー
表示される

–情報提供病院、小規模施設については統合できる可能性もある
が、将来の課題である

–診療所等のデータは必ずしもリアルタイムでは更新されない













































在宅療養支援情報システムに関して

• カレンダー表示などより使いやすい機能

• 外部出力可能にし、重複入力を極力回避

–訪問に際しモバイルデバイスでその場で入力

–ステーションに持ち帰りファイル出力し、そのまま取り込む、ある
いは、コピー・ペーストで入力することを想定

–システム間のデータ移行はオンラインでもメディア経由でも可能

• なお、現時点で開発中であり機能のすべてが確定している
わけではない





閲覧権限

• 利用者登録は一元化される

• 職種ごとに利用・閲覧可能範囲が異なる

• 施設ごとに利用範囲が異なる（利用料との関連もあり）

• ポータル部分は利用者全員が利用可能

• 医療情報（びわ湖ネット、小規模施設）部分は医師、看護師、薬
剤師が閲覧可能

• 介護関係職種ではあさがおネット部分が利用可能

– かかりつけ医以外に訪問看護師、かかりつけ薬剤師が医療情報の要
点を介護関連職種に伝えることが求められる

• 事務系職員は予約、自施設患者のID情報などに限定が原則で
あるが、病院の地域医療連携室や医師事務作業補助者は例外
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課題

• 開発がかなり遅れているため、複数の機能は来年度以降
に実装されることになりそう

• セキュアメールの利用促進は重要であるが、病院医師へ
の周知徹底のほか、電子カルテ端末からの容易なアクセ
スを確立する必要がある

• 在宅療養支援情報システム（あさがおネット機能）の改善
については現時点で開発途上。使用しながらの改良も必
要である

• 同意書の様式はiDLink、 HumanBridge病院は現行通り、小

規模施設システムおよび介護支援についてはあさがお
ネットと同様の形式を軸に検討中






